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平成３０年第５回真岡市教育委員会会議録 
 

 

１．招集日時 

    平成３０年５月２３日（水） 午後３時 

 

２．場  所 

    真岡市教育委員会教育委員室 

 

３．出席委員の氏名 

 （１）教育委員会教育長         田 上 富 男 

 （２）教育委員会委員（職務代理者）   井 原 宣 子 

 （３）教育委員会委員          川 口   滋 

 （４）教育委員会委員          樋 口 貴 則 

 （５）教育委員会委員          深 谷 博 子 

 

４．委員及び傍聴人を除くほか議場に出席した者の氏名 

 （１）教育次長             成 毛 純 一 

 （２）学校教育課長           吉 住 忠 明 

 （３）文化課長             藤 田 主 計 

 （４）学校教育課総務係長        青 山 泰 也 

 （５）学校教育課指導係長        吉 住   隆 

 

５．会議録の作成に当たった者 

    学校教育課総務係長        青 山 泰 也 

 

６．平成３０年第５回真岡市教育委員会会議録署名委員として指名を受けた委員 

                     川 口   滋 委員 

                     樋 口 貴 則 委員 

 

７．開会時間 午後３時００分 

 

８．平成３０年第４回真岡市教育委員会会議録の承認 

   青山泰也学校教育課総務係長が、会議録案を朗読し原案のとおり承認された。 

 

９．教育長等の事務報告 

   成毛純一教育次長が、真岡市教育委員会教育長等の事務報告を行った。 

 

10．議 案 

  議案第１５号「平成３０年度真岡市一般会計補正予算について」 

平成３０年度真岡市一般会計補正予算について、吉住学校教育課長から、教育振興費につ

いて、電子黒板とwifi装置を購入し、wifiの設定をするための委託料を計上するものであり、

これにより児童生徒の授業への興味関心を高め、わかる、できる、定着する指導を徹底させ、

ひいては学力の向上に結び付けるものである旨を説明。これは国が示した教育の ICT化に向

けた環境整備５か年計画に基づき、今年度から２０２２年度までの５年間で、本市において、

コンピュータや情報通信ネットワークなどの環境を整え、学習活動の充実を図るものである

ことを説明。具体的には、電子黒板と wifi装置を一対とし、本年度の当初予算では、小・中

学校の普通教室で３クラスに１台の割合で、リース方式により設置する計画であったが、国
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の方針や教育的効果を踏まえ、小中学校の全クラスに設置しようとすることと、後年度の財

政負担を考慮し、購入により整備を図るため、その事業費を計上するものであることを説明

した。 

次に、学校管理費については、小学校費、中学校費ともに、木製の学習用机と椅子を５０

セットずつ購入するものであり、これは平成２０年度より１０年間ということで、栃木の元

気な森づくり県民税により、県内の間伐材で製作した学習用の机と椅子を希望する小中学校

へ配布する栃木県の事業として実施されてきたものであり、当初１０年間の事業として開始

されたが、その１０年間が終了したため、今年度から事業内容が見直され、これまでの現物

配布から老朽化した机と椅子を更新するための購入費用を栃木県から市町村へ交付する事

業に変更となった旨説明。このことについて市内小中学校へ要望を確認したところ、小学校

が３校、中学校が２校から購入要望があったため、交付要項による基準額１セット４万円に

基づき、備品購入費にそれぞれ２００万円を追加計上するものである旨説明した。これらに

ついて、６月定例会に議案として上程するため、教育委員会に諮る旨説明した。 

また、藤田文化課長から、文化課分について、公有財産購入費を増額する旨説明した。こ

れは市民センター用地として賃借している土地のうち、市民公園運動場の北側の一部２,５９

１㎡について地権者から買い取りの申し出があったため、購入するものであることを説明し、

補正予算として６月定例会に議案として上程するため、教育委員会に諮る旨説明し、審議と

なった。 

    樋口委員から、wifiの設定業務について、設定費の費用が高い、価格の根拠を教えて欲し 

   いとの質問があり、吉住学校教育課長から、業者から見積もりを徴取しての額になることを 

説明した。 

    樋口委員から、１教室に２万１千６００円となると、時給はいくらになるのか疑問であり、  

１日１０クラスできたとして、１日２０万円の費用になることは通常考えられないがどうな

のか。との質問があり、吉住学校教育課長から、本業務は、入札にならないものであり、今

後その業者と価格も含めて交渉していきたい旨説明した。 

川口委員から、電子黒板１台約６０万円について、これも費用として高いのではないか。 

ネット価格だと約半額の３０万円ぐらいになっているが、６０万円は適正なのか。理由がつ

けばその価格でもよいが、根拠を明確に説明にして欲しい。との質問があり、吉住学校教育

課長から、電子黒板を入れるにあたり、どういうものがいいのか研究をしてきており、学校

の先生にも見てもらい、操作性なども検証した中でこの機種が一番いいと判断しており、そ

の機種の価格が出てきたところである。実際に発注すると入札になるため、その機種の同等

品として発注することになるため、価格は変わる可能性がある旨説明した。 

 審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

11．閉会時間 午後３時５５分 

 

  


